仕様書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都市計画局都市景観部開発指導課　
（担当　福田、藤吉、椹木　電話222-3558）

	件名
	偽造防止用紙

	納品場所
	　都市計画局都市景観部開発指導課（所在地：京都市役所分庁舎２階）
　〒６０４－８５７１
京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町４８８番地

	形状・寸法
	１　Ａ４判
２　1包500枚で2包とする。
紙　　質

上質紙（白紙）55㎏

印　　色

見本のとおり

プレ印刷用

インク

(1)金属を含んだインクは使用しないこと。

(2)インクは十分に乾燥させた上納入すること。
偽造防止用

紙の効果

(1)モノクロコピー及びカラーコピーにおいて、薄いモードから濃いモードまで全域に効果があること。

(2)OKI、リコー、キヤノン、ゼロックス、コニカミノルタ等のメーカーの最新式コピー機にも効果があること。

デザイン及び技術的仕様
レイアウト、デザイン及び色指定に関しては、見本及び次のとおり。複写文字、その他文言等の位置についても見本のとおりとし、倍率10倍のルーペにて明瞭に目視確認できるものとする。

(1)新旧を含め多様なコピー機に対応するため、万線方式と網点方式で牽制文字（「複写」）を配置すること。
(4)地紋KAISHIの文字を反転させながら、対角線上の２隅（別紙見本の位置）に向かって配置すること。
(5)偽造防止効果を高めるため通常の網点再現ではなく、文字（KAISHI、開指、かいし、カイシ）を用いて不規則に配置したグラデーションを再現すること。
(6) 用紙の角に見本通りの図形を挿入すること。

(7)書式を出力した際に、細部にわたり文字・印影等の判読が可能であり、美観を損ねないこと。
３　次の条件を満たすこと

４　本市の使用している日本電気株式会社製ページプリンタ MultiWriter8450N、MultiWriter8700等の使用上に問題がないこと。特に裏写り防止等に使用する乾燥パウダーに関しては、給紙ローラーの表面に付着することによって生じる給紙ミス障害の原因になるため、使用しないこと。

	数量
	　1,000　枚

	納期
	令和７年６月３０日(相談可)

	契約条件
	１　納入単位及び請求書等に記載の単位は、「包」とする。

２　商品については、予め紙質見本として30枚納品し、別紙1「偽造防止用紙試験実施要領」に定める試用試験の後、承認を得たものに限る。

　　なお、形状・寸法欄に記載の条件のほか、本市の使用している日本電気株式会社製ページプリンタ MultiWriter8450N、MultiWriter8700等で実際に使用した際の紙詰まりや複写の仕上がりなど、数値条件以外の部分についても使用上の支障がある場合は承認しない。

３　納入に関しては、納品前に当課に納品物の見本を提出し、仕様を満たしていることについて承認を得ること。また、この配達にかかる一切の費用等については供給者の負担とする。

４　不良品が発生した場合は、供給者は速やかに良品と交換すること。

５　当該偽造防止用紙の第三者への技術提供及びライセンス提供等は行わないこと。また、部内者又は部外者の行為により情報が漏消失等することを防止するために、製造工場等への入退館又は入退室の管理を含む適正なセキュリティ対策を講じること。

６　その他、本仕様書に定めなき事項については、京都市契約事務規則によるほか、本市の指示に従うこと。

	留意事項
	（1） 見本について
・当課にお越しいただき、見本を確認してください。
・1枚お持ち帰りいただくことも可能です。
見積書について

ア　提出方法

・見積書の宛先は「京都市長」としてください。

・見積金額は、「消費税及び地方消費税相当額」を除いた金額を記載し、その旨を明記してください。

・見積書には京都市に登録している会社印及び代表者印を押印し、FAX・郵送・持参のいずれかの方法でお届けください。
・契約決定後は見積書の原本を御提出願います。

イ　提出期限

５月９日（金）必着

ウ　提出先

都市計画局都市景観部開発指導課（担当　藤吉）

〒６０４－８５７１　京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町４８８番地

（３）
その他

　　 ・契約となった業者様にのみ、ご連絡を差し上げます。


（別紙1）

偽造防止用紙試験実施要領

１　試験に関しては、開発指導課の職員が行うものとする。

２　試験は、各業者から提出された偽造防止用紙の見本10枚を次に指定する機器により、行うものとする。

３　試験を行う機器

NEC社製ページプリンタ（MultiWriter8450N、MultiWriter8700）及び沖電気工業社製コピー機（C824）とする。

４　試験の内容

　　5枚を連続印刷する。印刷された用紙を、各印刷モード（マイナス2、プラスマイナス0、プラス2の3種類）でコピーを取る。
５　試験内容の判断

　　印刷に不具合（紙詰まりや印刷のずれ等）が生じた時点で再度試験を行い、再度不具合が生じた場合は不適合品とする。また、コピーのうち、1枚でも偽造防止の効果が認められない場合は不適合品とする。

６　再試験に関しては、当該見本を提出した業者立会のもと行うものとする。

７　試験の必要に応じて見本品の追加提出を求める場合がある。

